
第４９号 にししん景況レポート ２０２２年１月～３月期  特別調査 の結果 

「原材料・仕入価格の上昇による中小企業への影響について」 
 

１. 貴社では、最近の原材料・仕入価格の上昇により収益にどのような影響を受けていますか。 

２. 貴社の原材料・仕入価格は、1年前と比較してどの程度変化しましたか。 

３. 貴社では、原材料・仕入価格の上昇のうち、どの程度を販売価格に転嫁できていますか。 

４. 原材料・仕入については、価格の上昇のほか、調達遅延、数量確保困難などといった声も聞かれてい

ます。貴社では、各種資材や製商品の質や量は確保できていますか。 

５. 仕入の困難化に伴い、仕入先を見直す動きも出ています。貴社では、仕入先の見直し等を検討する

にあたって、重視する点はありますか。 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

危機的な悪影響がある

かなり悪影響がある

多少悪影響がある

ほとんど影響はない

むしろ好影響がある

分からない

その他

0～3％程度の上昇
3～5％程度の上昇

5～10％程度の上昇
10～15％程度の上昇
15～20％程度の上昇

20～25％程度の上昇
25～30％程度の上昇

わからない

0% 5% 10% 15% 20% 25%

転嫁できている（仕入価格上昇の100％）

ほぼ転嫁できている（仕入価格上昇の80～100％程度）

ある程度転嫁できている（仕入価格上昇の50～80％程度）

多少転嫁できている（仕入価格上昇の20～50％）

ほとんど転嫁できていない（仕入価格上昇の0～20％程度）

全く転嫁できていない（仕入価格上昇の0％）

転嫁どころか販売価格は低下している

仕入価格は上昇していないので転嫁の必要なし

わからない

0% 10% 20% 30% 40%

必要量・質が確保できている（値上げによる調達を含む）

代替商品の調達（同等品質）

代替品の調達（品質の見直しなど）

仕入れ先の変更・多角化

受注（販売）数量の制限

受注（販売）の停止

販売先への納期の調整

0% 10% 20% 30% 40%

仕入価格

商品の品質

日頃からの付き合い・紹介

安定供給力

支払期日・支払方法

配送・納期の融通

注文単位

SDGs等、環境問題への取組

その他

仕入れ先の見直しは検討していない


